






〔はじめに〕 

表面マーカーの確立されていない ANLL においては,FAB 分類が有用であることは広く認め

られるようになった。ANLL のなかでも特に M2 は症例数が最も多く,かつ M1,M3,M4,M5,RAEB

と魔界例を含んでおり,極めて多様な症例を含んでいる。今回われわれは,M2 と判定された

症例の標本を詳細に検討し,診断上の問題点を指摘し,これらを明確にするために数量的定

義を試みた。 


